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平成２０年度 学力向上拠点形成事業 実施内容

※下線部が実施できた事業 Ｈ２１年２月１４日作成

校 長

県立勝山高等学校（全・定・通） 氏 名 坂 江 誠
学校名 TEL(0867)44-2628 FAX(0867)44-4730

E-mail :katuyama@pref.okayama.jp 作 成 者
職・氏名 教諭・竹内成長

１ マネジメント研修・コーチング研修等を通して教職員の意識改革及び指導力向上を図り授業改善や生徒
目 的 の学習意欲向上に繋げる。

２ 地元企業・商店街等，地域社会との連携を深め、社会の仕組や職業への理解を深めることで，キャリア
意識や進路実現への意欲の向上を図る。

・国公立大学合格者 ６０名以上
・東京・京都大学合格者 １名以上

目 標
・商業科国公立大学合格者 １名以上
・就職率 １００％ （地元就職率 ５０％以上）
・卒業生進路満足度アンケート ８０％以上

本事業 ・コーチングを活かした生徒との面談
で普及 ・ＩＣＴを活用した授業実践
したい ・『夢手帳（スケジュール管理手帳）』による生活面・学習面の自己管理
取組等 ・「総合的な学習の時間」での職業研究（１年生）・分野別研究（２年生）及び１，２年生合同発表会

学年団
推 進 校長 教頭 学力向上拠点形成事業
組 織 プロジェクトチーム

各教科

学力向上拠点形成事業プロジェクトチーム
進路指導課長，教務課長，商業科長，第１学年主任，第２学年主任，教務課主任，進路指導課主任
第１学年学年副主任，第１学年進路指導担当，第２学年学年副主任

事業内容 具体的な取組

１ 教職員の意識改革に関する取組 １ 教職員の意識改革に関する取組
(1) マネジメント研修講座 (1) マネジメント研修講座

兵庫教育大学教授 浅野 良一 先生 兵庫教育大学教授 浅野良一先生

(2) 学校経営目標達成のための校内分掌を軸にし (2) 学校経営計画や自己目標シートについて各分掌単位で
た目標設定の共通認識 目標設定や達成状況の共通認識をはかる

５月，１０月，２月
(3) 大学との連携・情報交換 (3) 大学との連携・情報交換

・入試説明会等出席 教員対象 ６月～７月

（広島大学，大阪経済大学，ノートルダム清心女子大学

ビーマックス，高知大学，高知女子大学）

(4) 地元企業・商店との連携・情報交換 (4) 地元企業・商店との連携・情報交換
・地元企業訪問（教員） ５月～６月

（真庭市内各事業所）

(5) 他校交流（ネットワーク作り） (5) 他校交流（ネットワーク作り）
・井原，高梁，西大寺，瀬戸，林野高校及び本校で進
路指導に関する情報交換

第１回情報交換会開催 ６月
第２回情報交換会開催（未定）

２ 教職員の指導力向上に関する取組 ２ 教職員の指導力向上に関する取組
(1) コーチング研修 (1) コーチング研修

・学習コーチアカデミー研究員 鈴木輝子 先生

保護者対象６月

・学習コーチアカデミー主席研究員 佐々木 宏先生
教員対象７月，８月

(2) 地元小中学校，地元企業，他校の訪問 (2) 地元小中学校，地元企業，他校の訪問
・地元中学校訪問情報交換会 ６月
・地元小・中学校授業見学 ６月，１１月
・他校訪問

鳥取県立倉吉東高校 ８月

愛媛県立松山商業高校 １１月 他
・予備校等の研究会出席
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(3) 公開授業（６月・１１月） (3) 公開授業
小中学校教員，他校高校教員，保護者等 ・公開授業週間（本校教員のみ）６月

・公開授業週間（一般公開） １１月

(4) 授業評価 (4) 授業評価
・生徒授業アンケート ・生徒授業アンケート ７月，１２月，３月
・教員相互評価 ・教員相互評価 ６月，１１月
・学校自己評価（生徒・保護者・教職員） ・学校自己評価（生徒・保護者）１２月
・公開授業でのアンケート（小中学校教員 ・学校自己評価（教職員） １月
他校高校教員・保護者等） ・公開授業でのアンケート

・評議員会議での評価 等 （小中学校教員、他校高校教員、保護者等）１１月
・評議員会議での評価 ７月，１１月，２月

(5) 授業の工夫 (5) 授業の工夫
・ＩＣＴを活用した指導法の研究 ・ＩＣＴを活用した指導法の研究（年間）

３ 生徒のキャリア意識・進路実現への意欲の向上 ３ 生徒のキャリア意識・進路実現への意欲の向上に関する
に関する取組 取組

(1) 「総合的な学習の時間」の活用 (1)「総合的な学習の時間」の活用
・教育実習生によるガイダンス 全学年 ６月
・分野別・学部別研究（１，２年生）１１月～２月

・普通科１・２年生合同発表会 ２月
・商業科１～３年生学習発表会 ２月

(2) 地元とのコラボレーション (2) 地元とのコラボレーション
・インターンシップ（２年生商業科）７月
・勝山もみじ祭り参加（１年生商業科）１１月
・勝高プロジェクトＫ

仕事の達人講座（１，２年生）１１月
・バイオマスツアー １１月（３年生商業科）
・事業所見学（１，２年生商業科） ２月

(3) その他 (3)その他
・岡山大学学外オ－プンスク－ル ８月
・広島大学オ－プンキャンパス ８月
・夢手帳（学習記録手帳）の活用
・新入生宿泊研修（初期指導充実）４月
・３年生夏季セミナー ８月
・１，２年生合同春季セミナー ３月

成果・課題等

本年度のコーチング研修は教育現場に対応した内容（昨年度はビジネスコーチング的な内容であった）で，すぐに
生徒面談に活かせるものであった。８月の研修後には，実際の生徒面談を録画し，講師の先生にみていただきアドバ

イスをいただいた。これまで，生徒面談について第三者からアドバイスをもらうことは皆無で，各教員の力量に任さ
れているのが現状であった。生徒面談において指導力向上をねらう新しい取組といえると思う。授業改善の目玉とし
て本年度はＩＣＴを積極的に活用した授業の実践を行った。各教科において，有効な活用とはどんなものか，研究を
すすめているところである。現在，頻度の差はあるが全教科で活用している。学力向上フロンティアハイスクール事
業で研究してきた連絡帳については更に発展させ，本年度から生徒手帳とスケジュール管理手帳の両方の機能を持た

せた本校オリジナルの『夢手帳』を作製し全学年で活用している。学習時間や課題内容等を記録させ，自己管理をし
ていく習慣を身につけさせている。更に，担任面談等にも持参させ指導材料としている。昨年に引き続き「総合的な
学習の時間」での職業研究（１年生）・分野別研究（２年生）及び１，２年生合同発表会を企画している。本校の進
路指導の大きな特徴として AO・推薦入試の合格者が多いことがあげられる。普通科１・２年生の分野別研究発表及
び合同発表会，商業科１～３年生の学習発表会等を通して知識を蓄え，思考を深め，AO・推薦入試の志望理由書や
面接の材料としている。本校における総合的な学習の時間の活用が体系的なものになってきた。
それぞれの企画について評価し，継続し発展させていく企画とそうでないものとがある。どういった評価方法をす

るのか，それによって企画の精選をしていく必要があるが，現実には，十分出来ていないところが課題である。
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学校経営計画に基づく自己目標シートの活用
学力向上拠点形成事業

プロジェクトチームリーダ

竹 内 成 長

１ 取組内容

○学校経営計画をもとに各課の目標設定を行い，自己目標シートを作製する。各分掌単位で

分掌・個人における目標設定や達成状況について共通認識をはかる。５月，１０月，２月

に各分掌ごとに達成状況を確認し，職員会議で報告する。

２ 取組のねらい

自己目標シートの目標設定の流れ

学校経営計画

分 掌 目 標

個 人 目 標

○分掌目標に対して個人の目標設定についてベクトル合わせができる。したがって取組内容

に同一の方向性ができ分掌目標が効率的に達成できる。

○目標を達成するためにどんな方策があるか様々な角度から真剣に考えるようになる。

○目標達成のために授業見学，他校訪問，予備校等の研修等，他から学ぶ姿勢が生まれる。

○目標達成ができたかどうかの検証がより明確になる。

【自己目標シート】

３ 本年度を終えて

目標を設定しそれを達成できたかどうかといういわゆる営業成績的なものを教育現場では

嫌う傾向にある。しかし逆に，そこが取組を中途半端にしてしまう要素が潜んでいると考え

ている。成果についての検証をし、改善していくには目標設定は非常に重要である。また目

標を達成するため真剣に方策を考え全力を尽くすためには、分掌・個人における目標設定や

達成状況について共通認識をはかることも非常に重要なことであると考えている。
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平成２０年度 広島大学入試 説明会 

報 告 書        ３２ＨＲ担任 矢吹 実   

 研究会参加者   教諭 矢吹実 

 会 場  岡山コンベンションセンター 

 日 時    平成 ２０ 年 ５ 月 １６ 日（金） 14:00 ～ 16:00 
１．広島大学の特徴について 

 ①教育システム 
  到達目標型プログラムを実施：チューターが学期ごとに，学生に目標への到達度を通知 
する副専攻プログラム・特定プログラムを実施：主専攻とは異なる分野の学習機会を提 
供している。 

 ②新入生補充教育：高校で履修していない科目の講義を行う（生物・物理・数学など） 

  ③短期交換留学：1年または半年，無料 
 ④フェニックス奨学制度：入試の得点率が 90％以上なら入学金・授業料免除 
            ：著しく家庭の経済状態がよくないなら授業料免除 

２．ＡＯ入試 

 ①アドミッションポリシーに従って選抜，募集要項は 6月下旬に配布 
 ②出願書類，小論文，面接（プレゼンテーション・口述試験），専攻分野における専門的 
知識・関心の深さ，適性が選考対象となる。基礎学力については小論文・面接の中で確 
認する。 

  ③Ⅱ型は書類選考・小論文・面接を経て 2次選考で仮合格が決定する。 
   センター試験での基準点がクリアできなければ合格取り消しとなる。 
 ④Ⅱ型で基準点がクリアできず合格取り消しになった生徒が多く出たが，基準点を下げる 
予定はない。 

 ⑤Ⅲ型は講義を受けレポートを作成，提出書類とともに第 1次選考を行う。第 2次選考と 
して 2回目の講義を受け 9/12に合格が発表される。 

  ⑥Ⅲ型の第 2回講義のあとのプレゼンテーションではパソコンは使用しない。画用紙など 
を用い本人自身の表現力で発表する。 

 ⑦調査書の扱いは『申し上げられない』とのことだった。 

 ⑧ＡＯ入試には話し上手な生徒が有利というわけではない。寡黙な生徒も合格している。 

  ⑨ＡＯ入試合格者の入学後の成績は概して優秀である。 
３．一般入試 

 ①21年度入試変更点は工学部第 2類の入試科目が理科 2科目となるのみである。 
 ②22年度入試から後期日程を廃止する。 
 ③医学部の理科 3科目入試は導入予定なし。補充教育を充実する。  
 ④個別学力検査の倍率は低倍率となっているが，受験生を神戸大・大阪大にとられ 

  ていると分析している。 
４．その他 

  ①工学部第2類では「工学の魅力発見セミナー」（出前授業）を実施している。 

 
平成２０年度 大阪経済大学 説明会 

報 告 書        ３学年主任 吉原啓之   

 研究会参加者   吉 原 啓 之 

 会 場  ホテルグランヴィア岡山 

 日 時    平成２０年 ６月 ２０日（金）１５:００～１６:３０ 
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２００９年度入試変更点について 
 
１ 経済学部（昼間主）の募集形態が変更 
  経済学科デイタイム履修と地域政策学科を一括募集 
 
２ 受験会場で問題を見てから受験科目が選択可能 
  出願時の科目登録を廃止 
 
３ 商業科等推薦「取得資格」追加 
  日本商工会議所主催「販売士検定」２級以上 
  全国商業高等学校協会主催「英語検定」１級 
 
 
指定校推薦について 

 
 ・指定校推薦入学者の入学後の成績は高い。特に商業系は全体平均より平均点高い 
 
 ・就職率は全体平均より高いが、商業系は学生の自己評価が低く、大企業は少ない 
 
 ・指定校は過去３年間の入学生の実績で決定（近県と遠隔地では別基準） 
 
・推薦Ａ（普通科）の基準 入学生が６名以上で２名、３～５名で１名、前年指定校推薦で 
入学している場合は１名 全国で３０５校 

 
・推薦Ｂ（商業科等）の基準 入学生が１５名以上で３名、９名以上で２名、３名以上で１名、
前年指定校推薦で入学している場合は１名 全国で４９校 

 
・合格が前提だが、大学が困るケースもある 

 
 

平成２０年度 ノートルダム清心女子大学 説明会 
報 告 書      ３２ＨＲ 副担任 牧野知美   

 研究会参加者    牧野 知美 

 会 場   ノートルダム清心女子大学  

 日 時    平成 ２０ 年 ６ 月 ２５ 日（ 水 ）１４:００～１６:００ 
学部・学科についての説明 
・ 英語英文学科…少人数クラス（２０名）を基本として指導。英語専任教員１８名中 

     ７人がネイティブ教員。週３回は１００％英語の授業。 
・ 日本語日本文学科… 書道教諭，日本語教員の資格も取得可能。 
・ 現代社会学科…社会学と歴史学の２系統。フィールドワーク重視で実習・研修。 

すべての学年において１０名までの少人数徹底指導。 
・ 人間生活学科…人間，福祉，生活，環境，文化など多彩な分野を学習できる。家庭科，

 福祉の教員免許取得可能。１年次より６～７名の少人数ゼミ。 
・ 児童学科…幼稚園，小学校，保育士等取得できる免許，資格は多いが、「ただ免許 

     さえ取れればよいでは無意味。多面的に子どもについて学びたいという 
真面目に努力できる学生を送ってほしい。」とのこと。保育士資格のと 
れるコース（入学後成績で決定）の定員が２０名→４０名に倍増。 
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   ・ 食品栄養学科…２００７度管理栄養士国家試験合格率７８．７％。「高校で化学未履

修の生徒（文系生徒）でも入学後「基礎化学」を履修するため心配は
ない。意欲が大事。但し、管理栄養士とはどんなものかをしっかり理

解してから来てほしい。」とのこと。 
○ ２１年度入試変更点 
    英語英文学科の一般入試、児童学科のセンター入試の前期・後期で募集人数が２名程

度ずつ逆になる程度の小さな変更のみで、変更点はないに等しい。 
○ 募集定員割合 
    一般 ： センター ： 推薦 が ５２％ ： ８％ ： ４０％ 
○ その他 
・ 公募制推薦入試で問われるものについての資料あり。 
・ オープンキャンパスで入試対策をしますとのこと。 
８／５，６一般入試の国英対策。 １０／５一般入試選択科目の対策および推薦入試
対策 

・ 説明会ではアメリカに一年間留学した学生と学園祭の実行委員の学生がそれぞれ学

生生活について説明。好感が持てた。 
・ 学内で説明会があったので、学生の様子も見えた。それぞれに勉強したり、語り合っ

たりと落ち着いた雰囲気だった。 
・ 昨年度就職希望者の就職率は１００％とのこと。但し臨時採用も含まれる。 
・ 私見だが、少人数できちんと面倒をみてくれる大学、という印象を持った。理事長の

渡辺和子先生がまだ講義を持っておられるのに驚きつつ、それだけでも入学の価値が

あるかも…との思い。 
  

 
平成２０年度 ビーマックス 説明会 

報 告 書  進路指導課・学力向上ＰＴ 片岡和昌  
 

 研究会参加者   片岡 和昌 

 会 場  ビーマックス創立記念館 

 日 時    平成 20年 6月 25日（水） 14:00  ～ 16:00 

 

 

 

 自家用車の誘導、受付、説明会の進行、学科の説明等、会の運営を学生が
行っている。学生の身だしなみ、態度とも社会人として通用するように、きち

んと整えられている。しっかりと指導がなされているように受け取れる。 
 学科の説明では、20年 3月に商業科を卒業した中西鏡江が、公務員学科の
説明をしている。昨年度は、19年 3月に国際情報コースを卒業した古谷雅勝
が SEコースの説明をしたそうである。いずれの生徒も、資格取得を目指して
勉強に励んでいる様子が伺うことができ、意義のある説明会であった。 
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平成２０年度 高知大学・高知女子大学 入試説明会 
報告書    教務課・学力向上ＰＴ 武村克彦  

訪 問 者 武村克彦 

訪 問 先 高知大学入試説明会  高知女子大学 

訪 問 期 間 平成２０年７月２日（水） 
高知大学入試説明会 

   人文学部 教育学部 理学部 農学部 医学部 
 

本校からの進路状況    
 昨年  理学部理学科    前１ 推１，  農学部農学科   前１ 
        人文学部国際コミュ 推１ 後１  教育学部教員養成 ＣＴ推 １  
      

人文学部 

 ○科目数を６－６から３－３に変更した。(人文学部人間文化学科) 
  国英の学力を重視したいそうである。しかし，私大との併願が 
しやすくなるので，倍率は増加するだろう。 

 ○面接については動機，理解力，論理的思考力，批判･創造力を 
見る。調査書や志望理由の欄を見て，個別の質問をしている。 

 ○国際社会コミュは，集団といいながら，書類をもとに個別の 
質問をしている。  

  ○調査書の点数化はしない。 
 ○質問に的確に答えられる者がよい。用意してきた大演説を語 
る者は不合格となっている。 

  ○昨年の個々の受験生についてはノーコメントでした。 
  
教育 

 ○教員養成系はＣＴ推薦：ＣＴ９０＋小論２０＋面接３０＋調査書５０ だそうである。 

  後期は７０%を下回るＣＴ得点率でも合格している。 
 ○生涯教育系は，実技重視！！ しかし，後期はＣＴ７割以上でも厳しかった。 

  推薦は，県のトップレベルのスポーツ等の実力者が合格しているそうである。 

 ○面接について， 
  面接者の質問に，的確に応答することが必要条件。つまり質問を理解する力が重要 

 

理学部 
 ○理学科と応用理学科との大くくり入試は，２１年度も同じ 

 ○昨年の推薦入試では，理科受検者が０．９８倍と，極端に低かった。 

  ＞＞理科の方が口頭試問などが指導しにくいのだろうか。 
 

医学部(看護学科) 

 ○前期，後期とも７０％以上の得点率が必要。だが，後期は欠席者が多く，４０名ぐらい 
  が欠席。募集人数も少ないが，考える余地有り。 

   
農学部 

 ○今年から生物生産コースに加え，流域コースにＣＴ無し推薦が加わる。 

 ○一般ではいると，１年次には専門に分かれない。２年次になるときに，コースを選ぶ。 
 ○文系からの入学生もいるが，「社会」系が入試科目にないので，受けやすいわけではない 

  ○実質倍率は確実に隔年現象を起こしている。・・・・２１年度は”谷” 
 ○昨年度は前期ＣＴ６１%，後期６５%のＣＴ得点率が合格圏内。 
 ○推薦は倍率がやや上昇しているが，ＣＴ得点率はかなり低い（５０）％。やりたいことが

決まっていればいいかも。 
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                     ←農学部は南国市にあって，とっても広かった。 
 
 

 

 
 

高知女子大学 
 
 
本校からの進路状況    
 昨年   文化学部文化学科に１名合格＞＞他学へ 
 

○ＡＯ入試を生活科学部環境理学科と文化学部文化学科で行う。 
  ※推薦は県内のみ 

    書類・小論･面接時に一定のテーマで討論をしてもらう 

○南部の「池キャンパス」には，看護と社会福祉学部があって，とてもきれい。隣には高知県
の医療センターがある。でも，ＡＯがないので，果たして行く生徒がいるかどうか。  

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

       永国寺キャンパス                                池キャンパス 
 

 
この訪問を通じて，ＡＯや推薦で求められているものは，自分の主張をつらつらと述べる能力

ではなく，「様々な現象から問題や課題を見つけ出していく能力」を，いかに示すことができ
るか，ということにつきそうだ。しゃべれるから，面接ウケする、というのはやめた方がいい

と感じた訪問でした。 
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出 張 講 義 実 施 報 告 書

３２ＨＲ担任 矢吹 実

講義内容 ヒット商品について考えよう

講 義 者 堀江 浩司 （広島経済大学 経済学部経営学科 准教授）

参 加 者 32HR生徒 6名 34HR生徒 5名 計 11名

会 場 本校 3B講義室

日 時 平成 20年 7月 9日（水）13:30～ 15:00
１.出張講義の申し込みについて

生徒に専門的な知識を少しでも与えることが進路決定に大きく資することから生徒の希望する進学

分野で多いものである教育学・経済学の出張講義を申し込むことにした。教育学の講義には希望者が

少なく，今回は経済学の講義のみ申し込んだ。大学の日程の都合で経済学ではなく経営学について講

義してもらうことになった。また商業科の生徒で進学を希望する生徒にも参加を呼びかけた。大学の

選定については，まず無料であること，次に勝山高校に日帰り出来る距離にある大学であることを基

準に選んだ。HP 等で調べた結果，広島経済大学に決定した。

２.出張講義の内容について

・経済学：広い視点で人々が豊かに生活できることを勉強する。租税なども勉強する。

・経営学：「会社を持ちたい」など希望を持つ人が学ぶ。マーケティング（営業）

・マネジメント（管理）・アカウンティング（会計）の 3分野からなる。

・ブランドについて：メーカーの商品がブランドになる場合ナショナルブランド，小売りの作るブラ

ンド商品がプライベートブランド。プライベートブランドの特徴は「安い」「高品質」

・商品をヒットさせる方法：4 つの P（Product・Price・Promote・Place）を顧客 Needs に合わせる。

・Product（製品）Price（価格）Promote（販売促進）Place（売り場）を詳細に検討し商品を販売す

ることによりヒット商品となる。

映画…試写会での参加者の感想をＣＭで放送することでヒットした。

クロックス…セレクトショップに絞って販売，ヒットした。

クロレッツアイス…ＣＭがよかったのでヒットした。

おとこがかおる…最近匂いにこだわる男性が多いのでヒットした。

・演習（別紙参照）顧客プロフィール（35 才既婚女性を設定）を検討し買いそうな商品を A，B，C

の 3つの商品から選択する。理由も考えて発表する。

生徒の解答

商品は B 理由：好きなブランドからアクセアリーも高級ブランドを選ぶ。

商品は C 理由：仕事が遅くなるのでこれをよく買って食べるだろう

堀江先生の解答正答はありません。

・２つの Needs

顕在化する Needs：PSP（ソニー）→ PS3 ゲーマー Needsに合わせる

潜在的 Needs：DS（任天堂）→ Wii WiiFit
ゲーマー・ゲームを嫌がる母親・高齢者（ゲーム Needs のない消費者）などをターゲットとする

母親に嫌われないゲームを開発することで巨大なヒット商品を生み，巨大な利益をあげている

・これから先は潜在的 Needs（隠れた Needs）を発掘し商品とし新しい価値を提供することによって

巨大なヒット商品を生む。

・質疑応答 Q，経済学・経営学の違いはわかったが，商学について教えて欲しい

A，商学はアカウンティング（会計）を専門的に取り扱う学問だと理解すればよいです。
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３.その後の指導 全員に講義内容のまとめと感想を書かせる。

○ 僕は今日まで経済学と経営学の違いがよくわからなくてどちらの進路に進んだらよいか迷って

いました。今日は堀江先生の話を聞いて，経営学のマーケティングに強い興味を持ちました。先

生が何度も言っていた「ニーズ」というものをつかんだり開拓したりするのは本当に難しいし大

変なことなんだと思いました。今ヒットしている商品がなぜ売れたかを４つの P で説明してくれ

てとてもわかりやすかった。経営学って難しいそうと思っていたけれど身近な消費に視点を置く

ことで興味も出るしわかりやすかったです。今度は経済学の話を聞いてどちらが自分に合ってい

るか見極めて進路選択したいです。 32HR 男子

○ 今日はすごい難しい話をされるのかなあと思っていたけれど，身近なヒット商品の話などで，

興味を持って聞くことが出来ました。なるほどなあと納得のいく話が多くて経営学を楽しむことが

出来ました。今度，店などに行ったとき，商品を見る目が違ってくるだろうと思います。そこから

販売者側の思考を読み取るものおもしろいだろうと思います。今はモノがあふれている時代なので，

経営学はとても重要なものだと思いました。今日は参加してよかったです。 32HR 女子
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出 張 講 義 実 施 報 告 書  ３１ＨＲ担任福田誠    

講 義 内 容   偏光顕微鏡で見る岩石・鉱物の世界 

講 義 者   山口 一裕 （岡山理科大学 理学部 基礎理学科 教授） 

 参 加 者  福田 誠  31HR生徒4名 

 会 場  本校物理教室 

 日 時    平成２０年 ８月２１日（ 木 ）１３:００～１４:３０ 
 
 １出張講義の申し込みについて  
 ３１HRに地学系への進学を希望する生徒が数名おり、AOや推薦の出願を視野に入れ
ていたが、地学の授業やフィールドワークの経験がないため、出張講義を依頼すること

にした。大学の選定については、大学の HP等で調べ、日程に問題がなく地学系の講義
内容で実験を行える出張講義を企画していた岡山理科大学に決めた。  
２出張講義の内容について  
・ルーペを使っての試料観察  
・偏光顕微鏡の仕組みや使用方法の解説  
・偏光顕微鏡を使って岩石、鉱物の観察  

  （さまざまな特徴をもつ鉱物を観察し、それぞれの鉱物についての詳しい説明を聞く）

  ・質疑応答  
  ※少人数だったこともあり、非常に丁寧に解りやすく説明していただいた。また、この

ような企画の場合、自分の大学の宣伝になりがちだか、山口先生は岡山理科大の話だ

けでなく、他大学の活動内容や研究の様子なども話をしていただき、大変参考になっ

た。  
 ３その後の指導  
  ・全員に講義内容のまとめと感想を書かせる。（別紙参照）  
  ・推薦でレポートが必要な生徒はレポートを作成させた。  
 ４感想  
  ・生徒は実験を通じて、より地学への興味が深まったようである。  
  ・AO入試や推薦入試で必要な志願理由書などに体験談として記入することができた。
   また大学によっては、講義を聴いてレポート作成をさせるような受験形式があり、  

その練習として役立った。  
  ・出張講義の企画は早い段階で行った方が効果的である。特に地学系など生徒がイメー

ジしにくい学科については、非常に効果的である。  
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平成２０年度 第１回高高連携・五校交流会

研修会報告書 学力向上ＰＴリーダー竹内成長

日 時 平成２０年６月２０日（金）１４時～

場 所 本校会議室

出 席 者 竹内，寺元，佐藤，内田，日笠，福田，梶原，片岡学，矢吹 ，坂手

他校出席者 井 原 高校 竹中教諭，定藤教諭

高 梁 高校 森本教諭，門田教諭

西大寺高校 栗田教諭，吉田教諭

林 野 高校 高坂教諭

講 師 寺岡直樹先生（岡山御津高校）

講演内容 『進路検討会・難関大学指導について』

（１）学年主任として

① ３年間の目標設定をかなり時間をかけて考え設定した。１年生では生徒のヴィ

ジョンを育てることを大切にした。倉敷地区では大手企業も多く保護者は進学

に対する意識が高い、しかし津山地区では企業も少なく保護者の職種も限られ

るので、進学に対する意識が倉敷地区に比較して高くはない。学校がヴィジョ

ンをもって指導をしなくては能力の高い生徒の力を引き出せないまま終わって

しまう。２年生ではヴィジョンをより具体化させる。学部からさらに深めて学

科研究が必要である。

② 企画する時に「例年の通り」というのは後退であり、毎年どこか変えてやろう、

と考えるようにしている。

③ 「仮説を立てて動く」ことを大切にしている。企画実施後、○・×の手応えが

出てくるから反省ができ、新しいアイデアが生まれる。

④ 数値目標は５：５の達成率で設定した。特に若い人には失敗を恐れるな、と言

っている。５つトライして２つ成功したらよい、と考えている。津山高校では

岡山朝日・倉敷青陵につぐ岡山県でＮＯ２の学校にするという思いで取り組ん

だ。

⑤ 企画の良い・悪いは、みんなで楽しく盛り上がれる企画かどうかが大切である

と考えている。

（２）進路検討会について

① 進路指導がト－タルでみて平等かどうか大切にしている。上位の学力の生徒に

も伸びる権利があるし下位の学力の生徒にも伸びる権利がある。ややもすると

中下位に目がいきがちである。

② 現役九州大学合格ならば一浪すれば東京大・京都大へ合格可能。大手企業の人

事担当の見方は（現役の大阪大）＜（一浪の東京・京都大）である。東京・京

都は別格である。

③ 東京・京都大学について－ベネッセＣＴ偏差値６５以上かつ個別試験学力が

６７以上あれば現役合格する。本人も保護者も自信がないのは当たり前で保護

者から説得していく。生徒を減点法でみないこと、加点法でみていき１年生の
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終わりで判断していく。１度決めたら成績がいくら落ちても支える。

④ 学力の見極め－どこまでその生徒が伸びるか見極めが大切である。「この生徒

はどこかないでしょうか」ではなく「この生徒を○○大学△学部□学科に推薦し

たいがどうか」と具体的な指導案を作成して検討会へのぞむこと。生徒の状況は

みればわかる、担任として、どう指導するのか。そして、その指導案に対し進路

指導課はどういった意見をするのか、担任に、ものが言える進路指導課でなくて

はいけない。

⑤ ＣＴ後の検討会で「この生徒はＣＴでこけたから・・・」ＣＴ前の模試結果の

推移をよくみていたら予測できるもので担任の研究不足。それを見越して志望校

を用意しておく必要がある。

（３）数学の難関大学指導について

① １～２年生で東京・京都大学志望の下地（精神面）をつくっておく。３年生の

夏すぎから個別添削指導に入る。各教科の調整はしなかったが、２教科の担当者

が柱となって指導した。

② ＣＴ直前の時期でも個別添削指導をした。生徒にはＣＴ－前期－後期と時間が

ないことを自覚させておくこと。この指導でかえって平成１７年度のＣＴでは全

体的に好結果であった。

③ 旧帝大の過去問題を自分で解き「松・竹・梅」の３ランク（捨て問・標準・基

本）にわけて出題し添削指導する。東京大学の問題は他大学にはない良問である。

④ 東大・京大に合格したいからするというより、昨日より今日が前進していると

いう気持ちで生徒もやったと思うし、自分も指導に当たった。

（４）その他

① 倉敷青陵・津山といった大規模校といえども、一人一人の教員の工夫によって

支えられている。進路指導のスタイルについては個人的には学年団主導で指導し

進路指導課が全体的なまとめをするのが良いかとは思う。

② １年生の文理選択は非常に重要で本人の特性を見抜いてやることが大切であ

る。（成績やイメ－ジで決めることのないように）

③ 指導方針について意見が食い違うこともよくあったが、他の先生に理解しても

らうためには数値的デ－タ等使って根拠をはっきり示し、話をしていくことが大

切である。

【研修会の様子】
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平成２０年度 五校交流・高校連携研修会実施要項

１ 目 的 各高等学校における諸課題について、情報交換および研究協議を行

い、学校経営目標の実現に向けた進路指導の一層のレベルアップを

図る。

２ 日 時 平成２０年６月２０日（金） １２：３０～１６：３０

３ 場 所 本校会議室

４ 参加予定者 以下の高校より進路担当者を中心に各校２名程度、合計１０名程度

（ただし研修会については、本校教員１０名程度が加わり合計２０名程度）

岡山県立井原高等学校

岡山県立西大寺高等学校

岡山県立瀬戸高等学校

岡山県立高梁高等学校

岡山県立林野高等学校

岡山県立勝山高等学校

５ 内 容

（１）受 付 １２：１０～１２：３０

（２）開会行事 １２：３０～１２：４０

（３）５限授業参観 １２：５５～１３：４０

（４）研修会 １３：５０～１５：００

講師 岡山県立御津高等学校 寺岡直樹先生

①進路検討会の内容について

②難関大学受験指導について

（５）情報交換会 １５：１０～１６：３０

６ 準備資料等 （１）平成２０年度年間行事予定表（差し支えのない範囲で）

（２）その他、この交流会で話題となる資料等があれば御持参くだ

さい。

以上を各校で１２部印刷して当日持参する

７ 備 考 （１）アクティブハイスク－ル事業として実施し、講師旅費はその経費から

支出する。

（２）出欠の回答については、ＦＡＸ送信書を利用の上、６月１３日（金）

までにＦＡＸにて下記まで返信。

問合わせ・ＦＡＸ返信先

岡山県立勝山高等学校 進路指導課 竹内成長

ＴＥＬ ０８６７－４４－２６２８

ＦＡＸ ０８６７－４４－４７３０
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平成２０年度コーチング研修について

学力向上拠点形成事業

プロジェクトチームリーダー 竹内成長

Ⅰ 昨年度の反省

昨年度のコーチング研修は産業能率大学研究所（東京）に依頼いたしました。研

修内容がビジネスコーチング的な要素が多く、高校教育の現場では活用しにくい内

容でした。また研修日程については、２学期の中間考査の日の午後に２日間、１２

月の補習の日の午後に３回間、１日の研修時間は約３時間という内容でした。他の

業務と重なる、非常に忙しい時期の研修であることと、研修内容を日常の指導に生

かしていくには遅すぎる日程でした。本研修の企画そのものが浮上したのが６月で

あり、業者決定をはじめとし、全ての日程が年度の遅い時期となったことが大きな

要因でした。

教員のアンケートをもとに学力向上拠点形成事業プロジェクトチームで検討した

結果、次年度の研修には以下の点を改善するという結論に達しました。

① 教育コーチングについて実績があり，高校現場の実情を理解していること。

② 研修日程７月～８月の夏季休業中に実施すること。

③ 研修期間は保護者対象のコーチング研修を１日，教員対象のものを３日とし

合計４日とし，１日の研修時間は２時間半程度とすること。

④ 研修内容については本校の課題等を考慮しながら学力向上拠点形成事業プロ

ジェクトチームで検討し，学校側から明確な要望を示すこと。

Ⅱ 本年度の業者決定

昨年度の反省から４月～５月で、見積もり・入札・業者決定をし、本年度の研修

は学習コーチアカデミー（東京）に依頼しました。同社は教育コーチングについて

全国的に数多くの実績があり、特に講師の主席研究員佐々木宏先生は新聞や教育関

係等の本で何度も紹介され、教育コーチングにおいて最先端の研究をされている方

です。

Ⅲ 研修内容

○第１回 保護者のコーチング体験＋理想の保護者像について考える

参加していただいた保護者の方にコーチングを体験してもらい，「自己決定・自

己責任」の感覚を味わっていただきました。また，「子供にとっての理想の保護者

像」について，参加者で協議していただきました。これらの体験と協議のプロセス

で，保護者の方は自らを振り返る機会となり，この日から子供さんへの対応を再考

することをねらいとした研修でした。

○第２回 学習コーチング基礎＋信頼関係を築く（教員対象）

最初は昨年のコーチング研修で参加者が何をどのくらい記憶されているのかを確

認されました。その上で，テキストをどのように進めるかを決定されました。前半
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では教育分野におけるコーチングの可能性，及び学習コーチングの理念について説

明されました。後半では，学習コーチングで最も大切な「信頼関係を築く」をテー

マに研修が進められました。

○第３回 生徒を知る＋内省型の質問を創る（教員対象）

コーチングの基本は，１ｔｏ１のコミュニケーションです。コーチングをよりよ

く機能させるためには，生徒のことを知る必要があります。生徒の価値観やタイプ

を知り，どのように進路支援に役立てるかを考えました。後半では，生徒に「自己

決定・自己責任」させる内省型の質問の創りかたを学びました。

○第４回 ロールプレイ＋学校課題の抽出と，グループコーチング（教員対象）

最終回では，ここまで学習してきたコーチングのスキルを使用しながら，ロール

プレイを行いました。後半の６０分では，参加者全員で学校の課題を抽出し，目標

を共有し，行動計画を作成するためのグループコーチングを行いました。結果的に，

教員が元気になり，その元気が生徒に伝播することを学びました。

【保護者対象コーチング研修】 【教員対象コーチング研修】

Ⅳ 研修会後

各回とも研修終了後には講師の鈴木先生・佐々木先生と学力向上拠点形成事業プ

ロジェクトチームのメンバーとで情報交換会をもちました。当日の研修についての

感想や次回の研修への要望などについて検討いたしました。その中で，研修で学ん

だことを実際の面接の中で，どのように生かしていくかが課題となっていました。

そこで，実際の面接を録画し，佐々木先生に分析していただき，助言をいただくこ

とにしました。４名の生徒の面接を分析し、助言をいただきました。（分析・助言

については別紙参照）この面接・分析・助言は職員会議で発表し全教員でコーチン

グ研修の，まとめとして共有いたしました。


